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1．は じめに

　冬 季 の 高緯 度 上部 成 層 圏 か ら中 間圏 で は 、周 期

3−4 日 で 東進 す る東 西波数 （s）1の 擾乱が頻繁に 観測

されて お り、それ らの 高波数成分 （s ＝ 2−4程度まで 観

測例 が あ る）と合わせ て 、4 日波と 呼ばれて い る

（Mannev，1991）。4 日波 の水平構造に は様 々 な もの

があ り、赤道 向 き ・極向 き、それ ぞれ の 運動量 フ ラ

ッ ク ス を伴 うもの が 観測 され て い る。鉛 直構造 は順

圧 的な もの が 多く観測 され る が 、強 い 赤道 向き熱 フ

ラ ッ ク ス を持 つ 、すなわ ち E−P フ ラ ッ ク ス の 下 向き

成分 を持つ もの も観測 され て い る、こ れ らの 特徴は 、

4 日波 の 生成 ・
発達 の メ カ ニ ズ ム が、冬季中間 圏西

風 ジ ェ ッ トの 子 午面 構 造 の 順 圧 ・傾圧 不 安定性 に よ

る とい う理 論的計算結果 と矛盾 しな い。

　私た ち KANTO プ ロ ジ ェ ク トで開発 した T213L256

大 気大 循環 モ デ ル は、南半球 冬 季 の 中 間圏西風 の ダ

ブル ・ジ ェ ッ ト構造 を、重力波抵抗パ ラ メ タ リゼ ー

シ ョ ン を用 い ずに 、 初め て現実 的 に シ ミ ュ レ
ー

トし

た モ デ ル で あ る。本研 究 は、モ デ ル 中に現れ た 4 日

波の 構造や、その 生 成に重要 とされ る西風ジ ェ ッ ト

の 構 造 を 調 べ る と とも に 、4 日波に伴 う運動量 ・熱

輸送が 、背景場で ある西風 ジ ェ ッ トに 対 し て どの よ

うに 作用す る か 調 べ る こ と を 目的 とす る。

旬に、 s＝2 成分は 主に 7、8 月 に増幅 して い る。

　 図 2 は 、（a） s＝2 の 7 月イ ベ ン ト、 （b） s＝1 の 8

月 イ ベ ン ト、それ ぞ れ の 期間 （振幅最大を含む 3 日

間）の 、帯状平均東西風、準地衡渦位 の 緯度勾配、

お よび 4 日波に伴 うE−P フ ラ ッ ク ス を示す 。 渦位 の

緯度勾配が負 の 領域 （陰影）が み られ、ジ ェ ッ トを含

む場 が 不安定で ある こ とを示す。（a ）の 期間は 中緯

度 ジ ェ ッ ト極側 の 強 い 水平 シ ア ーに沿 っ て 存在す

る順圧 ・傾圧不安定の 場か ら s ； 2 の 波が 下向き、赤

道 向きに伝播 し、極夜 ジ ェ ッ トの 中心 に まで達 して

い る。（b）の 期間は 中間圏西風 の ダブル
・ジ ェ ッ ト

構 造が よ り顕著で あ り、極ジ ェ ッ トの 赤道側は、ジ

ェ ッ トの 鉛直 曲率が 正 の 領域 （傾圧 不安定 の 条件）

とな っ て い る。そ こ か ら s ＝ 1 の 波が 下向き、極向き

に伝播 し 、 中部中間圏の 極域で 散逸 して い る 。 また 、

下層大気 か ら同 じ波数 ・周期 帯 を持 つ 波 の 上向 き ・

赤道向 き伝播 も見 られ る。こ れ らの 波 の 構造や背景

風 との 相互 作用に 関 し て は 当日報告す る ．
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2．モ デル と実験

　 モ デ ル は CCSR／NIES／FRCGC　agcm 　ver5 ．7b を基 に し

て い る。水平解像度 は T213 （赤道上で の 水平格子間

隔は約 55　km）、鉛直解像度は
一

様 に 300　m で 、地表

か ら高度約 85km ま で に 256層 を配置 して い る。詳

細は 、2007年度秋 季予稿集 とora・tanabe ・ e　t・al ．（2008）　 」一・・

を参照 され た い 。本研 究 で は 3 年間行 っ た 実験 の 中
　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 0　2

で、最初の 年 の 南半球冬季 （6−9）月 に注 目した 。

3．結果

　 ホ フ メ ラ
ー

図や 、東 西波数
一
周 波数 ス ペ ク トル を

用 い た解析 か ら、高度約 6Gkm 、緯度 60 −80°S を 中

心 に、s ； 1、周期約 3．3 日、お よび s
＝2、周期約 ユ，5

日 の 東進波 の 卓越 が 認 め られ た 。 図 1 は 、 それ らの

波動 の 振 幅 の 時系 列 を示 す。s＝1成分は主に 8 月 中
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図 1 ； 4 日波 s＝ Ls ＝ 2 成 分ジオ ・ポテ ン シ ャ ル

高度振幅（ln ）の 時系列。　 O，2　hPa 、60−80 。S で の 最

大値 を示す。

（a ）s ＝ 2　July　10・12　　（b）s ＝ 1　August 　14−16

　 　 　 　 ”、，，t“　　　　　　　　　　　　　 1・1 ：h 蓬ゼ

図 2 ： 帯状平均東西風（10ms 鹽1 間隔）と 4 日波
E・P フ ラ ッ クス 。陰影は 準地衡渦位 の 緯度勾配

が 負の領域 を示 す。
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